
（発言内容）

 今から「高齢者をたすけ隊」の発表を始めます。お願いし
ます。

 私たちのタイトルは「高齢になっても住みやすい街に～
ハッピー老後ライフ～」です。
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（発言内容）

 はじめに、このグラフを見てわかる通り、大野市は全国平均より
も高齢者の割合が多い町です。

 そこで、私たちは高齢者が住みやすい街づくりということに重点を
置きました。
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（発言内容）

 高齢者が住みやすいと感じる街の特徴として、これらの４つがあ
ります。

 そのなかで、私たちは１の「移動・買い物がしやすい」に注目しま
した。
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（発言内容）

 しかし、大野市の現状として、街にスーパーが密集しており、
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（発言内容）

 少し離れるとスーパーなどがなく、その地域に住んでいる人たち
は移動が大変です。
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（発言内容）

 さらに、冬には積雪により移動が困難で、車がないと買い物に行く
ことができません。

 それによって社会問題にもなっている、高齢者の免許返納が進ま
ず、高齢者による事故が起きてしまい、それを防止することができ
ません。
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（発言内容）

 そこで私たちは、家の近くに買い物ができる場所を作る必要があ
ると考えました。
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（発言内容）

そこで、大野市小中学校再編計画で、廃校となってしまう校舎に目
を付けました。

大野市小中学校再編計画では、中学校を2024年度に2校、小学校
を2026年度に7校にすることが検討されています。
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（発言内容）

そこで私たちは、大野市小中学校再編計画で、廃校となってしまう
校舎の一部を生活必需品が買える場所にすることを提案します。
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（発言内容）

廃校で行うメリットは、４つあります。１つは、学校は一定の地域に
１つであり、程よい距離にあります。
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（発言内容）

これは先ほど見てもらったスーパーマーケットの分布図です。
これに廃校となってしまう小中学校の校舎を照らし合わせると、大
野市中、どこでも不便なく、買い物が行けるようになります。
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（発言内容）

 ２つ目のメリットは、学校には親しみや思い入れがあるということで
す。

学校は子どもだけでなく、大人や高齢者にとっても地域の運動会な
どで集まる場所でもあり、何より卒業した場所であるため、親しみ
があり、思い入れがある場所です。

何年、何十年ぶりに、自分の学び舎を訪れて、昔の記憶を思い出
しながら懐かしめるのではないでしょうか。
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（発言内容）

 ３つ目のメリットは交流の場所になる、です。
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（発言内容）

交流の場を設けることは、一人暮らしの高齢者や家族以外の関わ
りが減っている高齢者にとって必要であり、重要なものです。

また、人との関わりを作ることで孤独死を防げたり、安否確認にも
つながります。
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（発言内容）

 ４つ目のメリットは話題性がある、です。廃校活用した施設は、話
題性があります。さらに今の時代はSNSが普及しているので若者
や県内外の客の集客にもつながります。
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（発言内容）

実際に廃校を活用した他県での先行事例を紹介します。
 １つ目は、新潟県上越市浦川原区にある、「月影の郷」です。
月影の郷は、私たちの提案する、生活必需品の購入などはできま
せんが、宿泊体験交流施設として活用できています。
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（発言内容）

多数のプロジェクトメンバーや複数のチームが作り出した学校は、
趣のある小学校名を残すとともに元教室を改装して学校に泊まる
という懐かしさと、新しさを同化させて2005年に再生オープンしまし
た。
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（発言内容）

先行事例２つ目は、高知県高岡那津野町にある「森の巣箱」です。
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（発言内容）

森の巣箱には日用品、食品の直売所機能を有した集落コンビニや
食堂兼居酒屋などが開設され、二階は宿泊できるよう和室にリノ
ベーションされています。
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（発言内容）

森の巣箱は大学生や集落の人が運営を行っていて、集落全員が
オーナーとなっています。

また、集落全員が従業員としての意識を高く持っています。
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（発言内容）

森の巣箱はユーチューブに紹介動画を挙げているので一部紹介し
ます。

（動画放送）
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（発言内容）

高齢者の住みやすい街のため、廃校を活用しますが、学校に泊ま
れる、給食が食べれるなどの観光施設として活用でき、多くのメ
リットがあると思いませんか。

これらのことから私たちは、廃校舎の一部を使い、その場所を生活
必需品の買える場所、高齢者にとって集いの場所にすることを提
案します。
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（発言内容）

ご清聴ありがとうございました。
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